
対象地選定

2． 対象地選定 ・ 整理

具体的な政策・計画（ソフト面）

タイムスケジュール

墨田の現状整理
銭湯の衰退、歴史
時間、きっかけがないのが隅田のスポーツの課題

銭湯 ・ サウナが熱するスポーツの街
我々はスポーツと似た爽快感を味わえる 「サウナ」 を 「スポーツの入口」 として位置づけ

日本一のサウナ激戦区である 「墨田区」 を対象に、 スポーツの熱気とサウナの熱気が混ざりあう
街の活気が沸騰する空間を提供します。

ラテン語の「deportare」が
スポーツの語源。�

スポーツで体を動かすこと
汗をかくことは

健康的で気分がいい。

これらのことはサウナにも
共通するのではないか？

意味は

「気分転換」「元気の回復」

「日頃の疲れを癒す」

「汗を流す」

「健康的・スッキリする」

2． 日本のサウナの特徴 ・ 現状 3． サウナとスポーツの親和性1． 日本のスポーツの現状

サウナの注目度はここ最近では落ち着いてきてい
るがそれでも高い注目度を集めている。

サウナには運動「前後」に行うメリットが
多く存在する。

【健康】

コンディショニングを通じた心身の
健康増進

街の環境改善・風通しの良い街 スポーツを通じたビジネスの活性
化・地域内消費の拡大

スポーツを通じたコミュニティの形
成・交流の増加

国内外に向けた地域ブランドの向
上、アイデンティティの醸成

【環境】 【経済】 【交流】 【地域ブランド】

近年、「スポーツサウナ」という“サウナ”
を“スポーツ”にした事例も存在する。

サウナの流行の伸び率はダントツで関東圏が大き
く、日本のサウナトレンドのほとんどを占めている。

 サウナ、水風呂、外気浴などを行い決め
られた時間でターゲットとなる心拍数に近
づけ、その合計数の差分を競う。

ここまでのリサーチなどからサウナとスポーツは親
和性が非常に高いことがわかった。
そこで、これらを融合させた空間を作れば、

街がさらに「アツく」盛り上がるのではないか。
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以外にもスポーツ環境に不満を持っている
人口が少なく、「時間・きっかけがない」とい
う不満を持っている人口が多い。
これが今の日本のスポーツの課題の一つ
だろう。

スポーツは「する」「みる」「ささえる」の3つの関係人口で成り立っており、それぞれで人々の
QOLを向上させるメリットが存在する。だがスポーツにはそれ以外にも様々なメリット・付加価
値が存在する。

日本全体でみてスポーツを「ささえる」人が1割
しかいないのは、快適なスポーツ環境を整え、
作っていくのに大きな課題となる。

銭湯とスポーツと飲
食を掛け合わせたイ
ベントが日本各地で
も広がってきている。

お互いのメリットを掛
け合わせることでさら
に健康的になることと
、街を活性化させるこ
とが目的である。

No. 関東圏 伸び率（％）
1 東京都 583
2 神奈川県 553
3 千葉県 507
4 埼玉県 492
5 群馬県 478
6 栃木県 458
7 茨城県 451

サウナの伸び率 関東圏マッピング
狛江市の銭湯の銭湯とスポーツを

掛け合わせたイベント

空き家 ・ 銭湯プロットマップ

運動前のサウナの3つの良い点

　・血行が良くなり体が柔軟になる

　・リラックス効果

　・冬場の冷えた体を温められる

運動後のサウナの4つの良い点

　・疲労回復効果

　・筋肥大効果

　・代謝が上がり痩せやすい体に

　・水風呂で筋肉痛緩和�
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Playing
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76.4%

68.7%
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スポーツ参画状況の割合1 年前と比べて運動 ・ スポーツを実施する頻度が
減ったまたはこれ以上増やせない ( 増やさない ) 理由 （％）
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サウナの悪い点

・ 脱水症状
　のリスク

・ 肌や髪への
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墨田区民は始めやすいスポーツの実施率が高く、 ま
た球技などが幅広く実施されていることから、 十人十
色様々なスポーツをしている人がいる街であり、 そ
れぞれの小さく深いコミュニティが多いと考える。

4． 対象地選定 5． 具体的な取り組み 6． 「街を沸かす」 とは

6． 計画のタイムスケジュール

対象地 ： 東京都墨田区
面積 ： 13.77 ㎢
人口 ： 283,516 人 （14 歳以下 ： 27,694 人、 15 ～ 64 歳以下 ： 192,039 人、 65 歳以上 ： 60,252 人）

人口密度 ： 20,589 人 / ㎢

　1947 年、 旧本所区と旧向島区が合併して墨田区が誕生。 1657 年の明暦の大火後、 隅田川

以東が市街地に拡大し、 本所に武家屋敷などが設置され都市化が進んだ。 明治以降は工業化

も進み、 関東大震災や戦争で大きな被害を受けたが、 復興により発展。 現在、 東京スカイツリー

や隅田川花火大会、 大相撲の両国国技館などが有名で、 観光地としても注目されている。

なぜ墨田なのか？

墨田区も日本全体と同じスポーツの課題を抱えている。

銭湯文化が根強かったのにもかかわらず様々な理由
で銭湯の数が減少。 その中小規模サウナ施設が増
え今ではサウナ激戦区に。

そんなスポーツの熱気とサウナの熱気が 「アツい」
墨田区で我々の提案を行えば、 ここでしか味わえな
いホットなスポーツの街ができる。
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どこで何をしたらいいかわからない

技術・能力などに自信がない

公共スポーツ施設が不足している

女性 男性 全体

スポーツを実施する上で支障になっていること （％）

サウナと銭湯の変遷

墨田区は空き家が多く、
密集しているため、 火災
の危険性が高い。 また、
区全体に銭湯が散らばっ
ている。

スポーツの課題である 「ささえる」 の関係人口を増やすために、 日本のトレンドでもあり、 ニー

ズも多く、 収益性も高い 「サウナ」 をスポーツの入口として位置づけ、 人口と資金面の向上を

目指す。

この取り組みを 「SUMIDA-Löyly」 と名付ける。

・ SUMIDA-Löyly について
SUMIDA-Löyly は、 サウナとスポーツを通じて地域をアツくする組織でもある。 主に、 銭湯やサウナ施設

の管理運営を行い、 会員を 「熱波士」 として、 サウナに安く入れる代わりに、 スポーツのイベントやボラ

ンティア活動に参加してもらうことで地域との関わりを深めつつ、 「ささえる」 関係人口を増やす。

サウナ内でスポーツ中継を流し、 観戦を通じた交流からコミュニティ間で試合やイベントが生まれるきっか

けを作り、 個人がスポーツを始める機会も提供して 「する」 「みる」 の関係人口も増やす。

計画初期では東武鉄道と協力して SUMIDA-Löyly を立ち上げ、サウナ料金を上乗せして収益を確保する。

収益はサウナの管理運営とスポーツ環境整備に充て、 収益が安定した後は空き家をサウナやスポーツ

施設に活用し、 公園や施設の再整備を進め、 スポーツ環境の利益は銭湯やサウナに還元され、 相互に

発展する仕組みを構築する。

街を沸かすとは、 日本のトレンドのサウナから、 スポー
ツの関係人口を増加させ、 サウナ前 ・ 後でできる手軽な
スポーツを通じて体を動かすきっかけを提供し、 気軽に
スポーツに親しめる街を目標とした計画である。

既存の銭湯やサウナ施設とスポーツ空間、 空き家の新
しい利活用の三要素を墨田の土地の特性を読み解きつ
つ組み合わせ、 地元に根付く環境を作る。

既存の銭湯やサウナ、 スポーツ施設を空き家やオープ
ンスペースを通じて隣り合わせ、 相互の関係を強固にし、
高齢化が進む墨田を健康的に暮らせる街に、 スポーツ
に親しめる街に生まれ変わらせる。

その活気が、 墨田の銭湯のように沸々と沸き立つことで
しょう。
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SUMIDA　Löyly
STEP1. 関係人口 ・ 資金を増やす

熱波士熱波士

STEP2. 環境を整える

サウナ × スポーツ
で収益確保

提供
東武鉄道株式会社

サウナ収益

相互　 支援

相互　 発生

スポーツ収益
サウナから始まる

スポーツのコミュニティ

サウナから始まる
スポーツのコミュニティ

サウナ × スポーツ
で関係人口確保

サウナで試合観戦

クラブチーム発足

大会 ・ イベント
の開催

サウナから始まるコミュニティ間での

大会 ・ イベント等の開催

スポーツ施設の
新設 ・ 管理

既存のスポーツ施設 ・ 環境

銭湯 ・ サウナの
新設 ・ 管理

既存の銭湯 ・ サウナ

空き家の解体費用

空き家

熱波士

SUMIDA-Löyly
組織名

熱波士

「ささえる」 関係人口を増やす 「する」 「みる」 関係人口を増やす

イベントの運営
ボランティア活動

サウナに安く入れる サウナで試合観戦
交流 ・ スポーツのきっかけ

増える

SUMIDA-Löyly
組織名

提供
東武鉄道株式会社

SUMIDA-Löyly
組織名

提供
東武鉄道株式会社

スポーツ施設の
新設 ・ 管理

サウナ料金を上乗せし

スポーツ環境の整備費に
銭湯 ・ サウナの

新設 ・ 管理
空き家の解体費用

スポーツ施設の
新設 ・ 管理

銭湯 ・ サウナの
新設 ・ 管理

空き家の解体費用

モルック
サウナ

ヨガ

卓球

サッカー

墨田区

隣接したスポーツ環境

の管理運営
サウナ × スポーツの

収益が安定

サウナと隣接した

スポーツ環境既存のスポーツ施設 ・ 環境

既存の銭湯 ・ サウナ

の管理運営

既存の銭湯 ・ サウナ
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スポーツの関係人口が増加

スポーツに親しめる 「環境」 が整う

サウナ × スポーツが地域に根付き

スポーツに親しめる 「場」 が整う

サウナに入りながら

試合観戦

様々なスポーツの

クラブチームができる

サウナとスポーツを墨田の緑道や

河川でつなぐ （ランニングコースに）

墨田ならではの地域ブランドの構築

SUMIDA-Löyly

7． 具体的な空間

9． フィールドプラン 10． 将来展望 「街が整う」8． デザイン手法

phase 2　空き家を生まれ変わらせた SUMIDA-Löyly
スポーツの関係人口が増加し、 資金面が安定してきたら、 空き家が密集している北部の空き家群を改
修していく。

空き家の半分を躯体だけ残し解体する。 そこは半屋外空間となり、 スポーツ空間として利用する。 空き
家のレガシーを残しつつ、 スポーツを融合することによって、 墨田区らしい空間を提供する。

ここでは、 誰でも能力の差がなくスポーツに親しめ、 健康にもつながるお手軽なマイナースポーツがで
きるスペースを設ける。

半屋外空間にはスポーツの空間としてだけでなく、 外気浴場としてや談笑スペースとしても使えるプライ
ベートな空間も設計する。

phase 1 今ある銭湯サウナを活かした SUMIDA-Löyly
墨田区の銭湯の多くは児童遊園が隣接し利活用が少ないため、 サウナとセットでスポーツに親しめる場

に置き換える。

バスケのような激しいスポーツで汗をかいた後のサウナ、 モルックのような湯上りのお酒とともに楽しむ

スポーツが、 瞬時に行き来できる隣接した空間。

銭湯と隣接する屋外空間をつなぐように 「湯上りテラス」 で、 風呂上がりに集える場所がない銭湯のス

ペースを補完する。

サウナとスポーツの融合した環境がサウナストーンのように街に散りばめられ、
そこに SUMIDA-Löyly の取り組みが合わさることで、 サウナの熱気とスポーツの
熱気が混ざり合い、 街の活気がロウリュのようにさらにアツくなる。

アツくなった街は、 水風呂に入り外気浴をして心拍数が戻るがごとく、 次第に経
済も安定していき、 SUMIDA-Löyly の取り組みも定着し始める。 そんな墨田の街
は新たな地域ブランドを獲得し、 スポーツの環境、 サウナの環境が充実した、 い
わばサウナでいう 「整う」 状況と同じように、 まち全体が気持ちよく、 スポーツに
親しめる街となるでしょう。
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空き家

空き家

1. 既存銭湯と隣接する空き家 2. 空き家を一部半屋外空間へと改修

既存銭湯

スポーツ空間
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芝生 ・ 多目的広場

バスケ ・ ハーフコート

ボルダリング

卓球
境界を曖昧につなぐ

銭湯タイルの園路
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ゴムチップ舗装 ・ 遊具広場

土舗装 ・ 自由広場
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芝

風呂タイル舗装

大規模サウナ施設

コンクリ舗装
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カフェ

　

銭湯
児童遊園

隣接

横川北児童遊園

からたち児童遊園

銭湯と隣接する利活用の少ない児童遊園
N

既存サウナ既存サウナ児童遊園
スポーツ

テ
ラ
ス

1. 塀や樹木で分断されて
いるサウナとスポーツ環境

2. テラスでスポーツ空間と
サウナを繋げ、
一体的な空間を整備
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B-B’ 断面図
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既存のスポーツ施設 ・ 環境

既存の銭湯 ・ サウナ

既存の銭湯 ・ サウナ

空き家

子供の運動を促進する遊具とバスケットボールエリア。

スポーツを取り入れ、 地域にひらけた形で児童遊園を改修し、 街

を活気づける。

温度を比較的低温に設定したサウナ内ではヨガを行い心身を

リフレッシュさせる。 汗を流し、 会話をし、 リラックスした状態で 1

日を振り返る。

温度を比較的低温に設定したサウナ内ではヨガを行い心身を

リフレッシュさせる。 汗を流し、 会話をし、 リラックスした状態で 1

日を振り返る。

空き家を改修し、 銭湯と新しく設置するサウナを繋ぐ滞留空間

を創出。 地域の人々の交流拠点となる他、 サウナ前後の軽いス

ポーツを体験できる空間となる。


